
社団法人

館山法人会報
  TATEYAMA　HO-JIN　KAIHOU　

法人会の基本的指針
法人会は
よき経営者をめざすものの団体として
会員の積極的な自己啓発を支援し
納税意識の向上と
企業経営および社会の
健全な発展に貢献します。

第39回通常総会・表彰式　 東日本大震災義援金の取り扱い
館山税務懇話会特別例会
館山税務署の人事異動　署長あいさつ・新幹部紹介
平成24年度税制改正要望　 理事会・委員会・部会の動き
法人会の活動　 平成23年度税制改正について
新公益法人制度について
原発ストレステスト　 大事な肝臓を優しくいたわる
文芸

（社）館山法人会員証
このシール

を切り取り決算書の別表右下欄に貼付して

主 な 内 容

VOL.102
2011.8.25
平成23年

南房総海の玄関
　　館山港多目的観光桟橋
　　　　寄港した新生「にっぽん丸」

超高速ジェット船 国内最大級全長 500メートル 宝石！ ウミホタルの乱舞です
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講
師
は
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

泉　
　

宏
氏

めざします　企業の繁栄と社会への貢献

平成23年度

第
三
十
九
回
通
常
総
会

役
員
改
選

記
念
講
演

平
田
会
長
・
五
副
会
長
再
任

新
常
任
理
事
に 
谷　
　

昭
一
氏
（
江
見
支
部
長
）

 
本
橋　

亮
一
氏
（
長
須
賀
支
部
長
）

 

角
田
眞
一
郎
氏
（
医
療
部
会
）

 

村
井　

智
博
氏
（
青
年
部
会
）

 

中
西　

京
子
氏
（
女
性
部
会
）

監
事
に 

池
田　

亮
惇
氏
（
元
常
任
理
事
）

記
念
講
演
は
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
企
画

多
く
の
一
般
住
民
が
聴
講

演
題
は

　
　
〝
二
〇
一
一
年　

今
後
の
日
本
の
政
治
経
済
の
行
方
〞

総会　平田会長あいさつ

総会講演会　泉　宏氏
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感
謝
状
・
表
彰
状
の
贈
呈

表
　
彰
　
式
退
任
役
員
・
会
員
増
強
・
優
良
職
員

十
一
名
に
感
謝
状
・
表
彰
状

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
法
連
会
長
表
彰

県
法
連
会
長
表
彰

ビ
デ
オ
貸
し
ま
す

ビ
デ
オ
貸
し
ま
す

ビ
デ
オ
貸
し
ま
す
﹇
お
問
い
合
わ
せ
は
電
話・F
A
X
で
﹈

新
事
業
承
継
税
制

〜
ド
ラ
マ
で
見
る
内
容
と
手
続
き
〜（
D
V
D
２４
分
）

〜
ド
ラ
マ
で
見
る
内
容
と
手
続
き
〜（
D
V
D
２４
分
）

わ
か
り
や
す
く
ド
ラ
マ
仕
立
て
で
解
説

わ
か
り
や
す
く
ド
ラ
マ
仕
立
て
で
解
説
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東日本大震災の被災地等に対する
義援金等の税務上の取扱い

　法人税：確定申告書の別表 14（2）「寄附金の損金算入に関する明細書」の「指定寄附金等に関する明細」
に寄附した義援金等に関する事項を記載し、義援金等を支出したことが確認できる書類を保存する必要
があります。
　(注 ) 日本赤十字社・中央共同募金会の「東日本大震災義援金」口座、国・著しい被害が発生した地
方公共団体の専用口座への寄附については、振込票の控 (受領証 )等をもって寄附したことを証する書
類として差し支えありません。
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館
山
税
務
署
七
月
の
人
事
異
動

館山税務懇話会
＝納税協力10団体＝
社団法人館山法人会

社団法人館山青色申告会

千葉県税理士会館山支部

館 山 間 税 会
館山税務署管内
　 納税貯蓄組合連合会
千葉県酒造組合安房支部

館 山 商 工 会 議 所

安房郡市商工会長協議会

館 山 小 売 酒 販 組 合

千葉県卸酒組合安房支部

髙
木
署
長
ら
新
幹
部
を
迎
え
て

　
　
　

納
税
推
進
・
ｅ
｜
Ｔ
ａ
ｘ
ヘ
協
調
体
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

館
山
税
務
懇
話
会
特
別
例
会
聞
く

着
任
の
あ
い
さ
つ

館山税務署長

浅
井
署
長
税
務
大
学
校
研
究
部
教
授
に
栄
転

後
任
高
木
署
長
は
千
葉
東
税
務
署
か
ら
着
任
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離
任
の
あ
い
さ
つ

前館山税務署長

離
任
の
あ
い
さ
つ

前館山税務署
法人課税第１部門
統括官



8

館山署

新体制
プロフィール

署　長

徴収部門
統括官

法人課税第１部門
統括官

管理運営第２部門
統括官

資産課税部門
統括官

総務課長

個人課税第１部門
統括官

法人課税第２部門
統括官

管理運営第１部門
統括官

個人課税第２部門
統括官

法人課税第１部門
上席（審理担当）
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平成24年度

税
制
改
正
要
望

各
単
位
法
人
会
が
提
出
し
た

　
　

要
望
事
項
を
ベ
ー
ス
に
し
て
全
法
連
に
お
い
て

　
　

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
を
取
り
ま
と
め

法
人
会
全
国
大
会
で
主
旨
説
明
を
し
た
後

　
　
　
　
　
　
　

関
係
機
関
に
要
望
活
動
を
行
う

平
成
24
年
度
税
制
改
正
に
向
け

　
　
　
　
検
討
し
て
い
る
主
要
事
項

１
．
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

　
　
　

被
災
地
企
業
（
こ
れ
と
取
引
の
あ
る
者
も
含
む
）

　
　
　

の
復
旧
・
復
興
を
支
援
す
る
諸
措
置

　
　
　

被
災
地
へ
の
企
業
誘
致
の
促
進
・
雇
用
の
確
保

　
　
　

課
税
減
免
措
置
ほ
か

２
．
社
会
保
障
と
税
一
体
改
革

　
　
　

財
政
の
健
全
化
と
社
会
保
障
制
度
の
確
立

３
．
法
人
税
の
引
き
下
げ

　
　
　

国
際
競
争
力
の
強
化
や
外
国
資
本
の
誘
致
及
び

　
　
　

国
内
産
業
の
空
洞
化
防
止
の
観
点
か
ら

　
　
　

欧
州
、
ア
ジ
ア
主
要
国
並
み
の
実
効
税
率
30
％
以
下
を
求
め
る
。

４
．
事
業
承
継
税
制
の
確
立

　
　
　

我
が
国
の
企
業
の
大
宗
を
占
め
る
中
小
企
業
は
、

　
　
　

地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
の
確
保
等
の
要
で
あ
り
、

　
　
　

ス
ム
ー
ス
な
事
業
の
承
継
の
た
め
、
相
続
税
及
び

　
　
　

贈
与
税
の
納
税
制
度
等
の
更
な
る
見
直
し
を
求
め
る
。

９
月
28
日
開
催

　

法
人
会
全
国
大
会　

神
奈
川
大
会

　　平成24年度　税制改正要望事項（館山法人会）
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総
会
提
出
議
案
審
議

役
員
改
選
協
議

二
十
四
年
度

税
制
改
正
要
望
取
り
ま
と
め

理 

事 
会

総
務
委
員
会

税
制
委
員
会

第 1回理事会　4月 19日

第 1回税制委員会　4月 21日

第 1回広報委員会　7月 21日

会
報
編
集
会
議

役
員
改
選　

　
　

濵
島
修
部
会
長
退
任

　
　

後
任
に
村
井
智
博
氏
選
任

広
報
委
員
会

厚
生
委
員
会

青
年
部
会
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役
員
改
選

　
　

柴
田
絹
代
部
会
長
退
任

　
　

後
任
に
清
宮
和
子
氏
選
任

青年部会例会　3月 2日

社
会
貢
献
活
動

　
　
　

中
核
と
し
て
活
動

女
性
部
会

山本群司令講演　5月 12日
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第 23回定期総会　5月 11日

役
員
改
選　

溝
口
部
会
長
再
任

　

税
制
改
正
に
つ
い
て
研
修
会
を
実
施

源
泉
研
究
部
会

第 36回定期総会　5月 12日

役
員
改
選

　

田
村
利
純
部
会
長
退
任

　

後
任
に
角
田
眞
一
郎
氏
選
任

医
療
部
会

浅井署長　本間社長

優
良
申
告
法
人
表
敬

房
州
瓦
斯
株
式
会
社

代

表

者
　
代
表
取
締
役　

本
間　
　

亨

事
業
内
容
　
都
市
ガ
ス
・　

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売

　
　
　
　
　

ガ
ス
器
具
関
連
商
品
販
売

本

店
　
館
山
市
館
山

資

本

金
　
９
，
４
０
０
万
円

従

業

員
　
25
人

定期総会　4月 28日
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9月から12月 会員獲得月間

法 人 会 の 活 動
平成23年８月以降、当面の事業・会議日程（予定）
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平成23年度税制改正について
※ 　ここでは、平成 23年1月25日に国会提出された「所得税法等の一部を改正する法律案」のうち、
平成 23 年 6月30日に公布・施行された「現下の厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して税制の
整備を図るための所得税法等の一部を改正する法律」により改正された法人税関係の法令の概要
のうち、一部について簡単に掲載しております。
　 　ここで紹介している制度やそれ以外の改正について、詳しくは国税庁HP上に掲載されております
「平成 23年度法人税関係法令の改正の概要」をご覧ください。

《イメージ図》
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〇適応要件並びに添付資料等

　詳しくは、国税庁HP 掲載の「平成 23 年度法人税関係法令の改
正の概要」をご覧ください。
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1 . 制度改革の背景
　これまでの公益法人 (団体 )は、民法 34条に基づき主務官庁の許可を得て設立されてきました。(参考 :
館山法人会は昭和 24年に安房法人会として発足。昭和 48年 4月 1日 (1973 年 ) に東京国税局より社団法
人として認可されました。)一方、明治 29年 (1896 年 ) に民法の制定に基づく公益法人制度が始まってか
ら 100年以上が経過する中で、以下のような制度疲労や諸問題が表面化してきました。

①各主務官庁の裁量に委ねられており、統一がとれていないこと
②主務官庁による指導監督が縦割りで煩雑であること
③公益性の判断基準が不明確であること
④公益性を充足できないか、逸脱した法人が多数存在すること
⑤情報公開が不十分であること
⑥法人運営に法律上の詳細規定がなく、ガバナンス (内部統治 )に問題が多いこと

2. 新公益法人制度の関連 3法の成立と施行
　民法上の公益法人制度の諸問題を解決する為、平成 13年以降、政府が抜本的な改革に向け取組み、「民
による公益の増進」を期待して、平成 18年公益法人制度の 3法が成立、平成 18年公布、同 20年 12月 1
日に施行されました。
　〔新公益法人関連 3法〕

①一般社団法人及び一般財団法人に関する法律 (一般社団、財団法人法 )
②公益社団法人及び公益財団法人の認定に関する法律 (公益法人認定法 )
③ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定に関する法
律の施行に伴う関係法律の整備の関する法律 (関係法律整備法 )

3. 新公益法人制度に対する法人会の対応
　平成 20年 12月 1日から同 25年 11月 30日までの 5年間の移行期間における法律上の対応
①当面は特例民法法人として存続
　 新公益法人制度の関連 3法の施行に伴い、民法上の公益法人制度が廃止され、自動的に「特例民法法人」
として現状のまま主務官庁の東京国税局の指導監督の下存続できるものの、移行期間終了時には自動的に
「解散」の取扱いを受ける。従って、存続を望む法人会は移行期間内に一般社団法人又は公益社団法人の
いずれかを選択し申請手続きを行わなければならない。

●　●　● 新公益法人制度について ●　●　●

概要
　平成 20年 12月 1日の『新公益法人制度』の施行により従来の公益団体のいずれもが平
成25年11月30日までの5年間のうちに、新しい法律に基づく基準に従い、一般社団(財団)
法人または公益社団 (財団 ) 法人のどちらかに移行しなければなりません。期限までに移
行が完了しない場合は、自動的に『解散』の取り扱いを受け保有財産は、当該法人の目的
に類似する団体に寄付するか、国庫等に贈与しなければならないとされています。
　こうしたことから、館山法人会では新制度に伴う、一般社団か公益社団のいずれかを選
ぶかにつき、公益認定の条件となるデータの検証や県内法人会との意見 (情報 ) 交換に努
めてきました。今後はこれらの資料を基に、正・副会長を含めた検討委員会で審議し、結
果を理事会に諮った後、会員の皆様にお知らせし、どのようにするか、決定していく予定
です。新制度の経緯・概要等については以下のとおりです。
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②一般社団法人又は公益社団法人への移行についての決議
　 前記①を踏まえ、各法人会は一般社団法人又は公益社団法人への移行についての申請要件を満たし、でき
れば、平成 23年度から 24年度において、理事会及び総会の決議を経て移行準備を進めることが必要です。
（最終は 25年度）
③移行手順
　移行手順としては以下の選択肢がある
　　〔例 1〕現社団法人→ 公益社団法人へ直接移行
　　〔例 2〕現社団法人→ 一般社団法人へ直接移行
　　〔例 3〕現社団法人→ 一般社団法人へ一旦移行、その後、公益要件を満たし公益社団法人へ移行

4 . 一般社団法人と公益社団法人の比較とメリット・デメリットは概ね次のとおり
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・

の
庭

雑
談

雑
学

地
球
温
暖
化
で

コ
オ
ロ
ギ
も
大
忙
し

虫
売
り
は
一
荷(

か)

に
秋
の
野
を
か
つ
ぎ

　

虫
か
ご
の
な
か
で
い
ろ
ん
な
虫
が

鳴
い
て
、
ま
る
で
秋
の
野
原
が
町
中

に
引
っ
越
し
て
き
た
よ
う
。
わ
た
し

た
ち
に
は
す
ぐ
、
そ
ん
な
様
子
が
目

に
浮
か
ぶ
が
、
欧
米
人
に
は
ス
ズ
ム

シ
や
コ
オ
ロ
ギ
、
マ
ツ
ム
シ
な
ど
の

〝 

音
〞
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
な
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。
秋
の
虫
す
べ
て

を
「
ワ
ー
ム(

虫)

」
の
一
語
で
片

付
け
て
し
ま
う
そ
う
だ
。
風
情
が
な

い
と
い
っ
た
ら
そ
れ
ま
で
だ
が
、
日

本
人
の
ほ
う
が
特
別
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

も
っ
と
も
、
外
国
で
「
コ
オ
ロ
ギ

の
鳴
く
回
数
と
気
温
と
の
関
係
」
を

調
べ
た
研
究
が
あ
る
。

　

(

コ
オ
ロ
ギ
が
15
秒
間
に
鳴
く
回

数+

８) 

×
５
÷
９
＝
気
温(

℃)

　

と
い
う
も
の
だ
が
、
気
温
が
高
い

ほ
ど
鳴
く
回
数
は
多
く
な
る
わ
け

だ
。
と
い
う
こ
と
は
、
地
球
の
温
暖

Ｅ
Ｕ
で
は
す
で
に
テ
ス
ト
開
始

日
本
の
原
発
、テ
ロ
に
は
丸
裸
同
然

時
事
コ
ー
ナ
ー

　
Ｐ
Ｒ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大　

津　

彬　

裕



化
は
コ
オ
ロ
ギ
を
忙
し
く
さ
せ
る
っ

て
こ
と
？

き
り
ぎ
り
す

夜
寒
に
秋
の
な
る
ま
ま
に

弱
る
か
声
の
遠
ざ
か
り
ゆ
く

(

西
行)

　

平
安
時
代
は
キ
リ
ギ
リ
ス
と
コ
オ

ロ
ギ
が
現
在
と
逆
だ
っ
た
と
い
わ
れ

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
あ
れ
ほ

ど
野
原
を
に
ぎ
や
か
し
た
虫
た
ち

も
、
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
一
声
、

ま
た
一
声
と
消
え
去
っ
て
行
く
。

　

小
さ
な
虫
の
命
を
い
と
お
し
く
思

う
気
持
ち
。
日
本
が
世
界
に
誇
っ
て

も
い
い
優
し
さ
だ
よ
ね
。

(

藤
木
順
平)
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働
き
も
の
の
肝
臓
の
別
名
は
、

何
と
〝
沈
黙
の
臓
器
〞

休
肝
日
を
設
け
、

た
ま
に
は
シ
ジ
ミ
の
味
噌
汁
を

大
事
な
肝
臓
を
優
し
く
い
た
わ
る

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

大　

谷　

克　

弥
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【
表
紙
】
南
房
総
海
の
玄
関
口
「
館
山
港
多
目
的
観
光
桟
橋
」

編
集
後
記

　

国
内
最
大
級
全
長
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
館
山
港
多
目
的
観
光
桟
橋
が
４
月
25
日

に
完
成
。
竣
工
式
典
に
合
わ
せ
新
生
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
が
寄
港
。
今
後
南
房
総
観

光
の
起
爆
剤
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

大
型
船
の
寄
港
の
ほ
か
、
常
時
就
航
が
期
待
さ
れ
る
超
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
だ
が
、

現
在
は
季
節
運
航
の
み
で
、
東
京
竹
芝
発
館
山
経
由
、
大
島
・
三
宅
島
・
式
根
島

な
ど
伊
豆
７
島
へ
の
航
路
や
今
年
10
月
18
日
に
は
、「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
に
よ
る
世

界
自
然
遺
産
の
島
・
小
笠
原
諸
島
へ
の
運
航
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
運
が
良
け
れ
ば
、
東
京
湾
横
断
道
路
の
名
称
に
も
使
わ
れ
た
「
ウ
ミ
ホ

タ
ル
」
の
神
秘
的
な
発
光
が
見
ら
れ
る
。

　

隣
接
す
る
交
流
拠
点
・
み
な
と
オ
ア
シ
ス
た
て
や
ま
〝
渚
の
駅
〞
で
は
、
ウ
ミ

ホ
タ
ル
の
生
物
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
夏
休
み
な
ど
随
時
ウ
ミ
ホ
タ
ル
観
賞
会

が
企
画
さ
れ
、
今
後
は
教
育
旅
行
や
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
を
め
ざ
す
と
い
う
。

　

な
お
、
多
少
の
禁
止
条
項
は
あ
る
が
、
夜
釣
り
も
含
め
て
釣
り
О
Ｋ
。
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

追　

想

か
き
氷
鬼
灯
西
瓜
待
宵
草
祖
父
も
在
し
て
ふ
る
さ
と
の
夏

待
宵
草
ゆ
る
る
浜
辺
に
初
恋
を
告
げ
に
し
友
の
病
み
て
久
し
き

学
舎
に
息
詰
め
聞
き
し
日
の
あ
り
き
小
泉
八
雲
の
「
耳
無
し
ほ
う
い
ち
」

ふ
る
さ
と
の
縁
側
恋
し
手
鞠
唄
祖
母
の
口
調
に
う
た
ひ
て
み
る
も

洋
洋
と
海
へ
と
注
ぐ
利
根
川
を
跨
ぎ
て
太
し
銚
子
大
橋

納
税
還
付
金

訝い
ぶ
かり
て
封
切
る
に
納
税
還
付
金
二
円
を
預
金
に
振
り
込
む
と
あ
り

た
つ
た
二
円
さ
れ
ど
も
二
円
納
税
の
還
付
と
記
し
振
り
替
へ
お
こ
す

ク
ー
ラ
ー
は
眠
ら
せ
お
か
ん
夏
至
の
日
の
炎
暑
に
堪
え
て
心
励
ま
す

鞄
よ
り
携
帯
な
り
ぬ
道
端
に
自
転
車
と
ど
め
声
を
は
ば
か
る

稚お
さ
な
ご児
の
ご
と
人
前
も
怖お

づ
る
な
く
明
か
る
く
生
き
ん
余
生
短
か
し


